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未来を変える選択
～ グリーン人材を社会で共創する ～

2025年９月20日

日本製鉄株式会社顧問、
三千年の未来会議代表理事、

元環境事務次官

中井  徳太郎
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公益財団法人 三千年の未来会議

公益財団法人「三千年の未来会議」は、
現代文明が人類の生存環境を蝕んできたことに気づ
き次の一千年を超えて生命を繋ぐため、地球環境の
保全・改善に貢献する日本の経験と知見、さらに科
学技術の成果を世界に発信することを目的とし、
その目的に資するための事業を行います。

①地球環境の保全・改善に関する情報発信

②地球環境の保全・改善に関する活動への助成



大義

みづち 万博 国外展開

Glocal SDGs
フォーラム

◦トリプル・サステナビリティ

◦ Glocal SDGs
 （流域の地域循環共生圏）

いのち・ちきゅう・みらい
プロジェクト

三千年の未来機構（仮称）
    ・シンクタンク・メディア
    ・トリプルサステナ認証
    ・ファンド

宗像国際環境会議

伊勢会議

◦ 中国

◦ 米国

◦イギリス

◦インド

◦ニュージーランド

◦インドネシア e.t.c

実践

三千年の未来会議
財団

国内・ローカル展開

日印サーキュラー
エコノミーファンド

環生塾



4

「3つの移行」と 地域循環共生圏の創造

移行を支える取組

「３つの移行」で経済社会をリデザイン（再設計）

⇒地域循環共生圏（ローカルSDGs）の創造

G7日本開催を契機とした取組
① G7日本開催を契機とした環境外交での主導的な役

割の発揮
② アジア・ゼロエミッション共同体構想等に貢献する途上

国の包括的な脱炭素移行支援

人の命と環境を守る基盤的取組

GXと相乗効果を発揮する重点投資分野
① GX×「人への投資」

② GX×「科学技術・イノベーションへの投資」

③ GX×「スタートアップへの投資」

④ GX×「デジタルトランスフォーメーション(DX)への投資」

⚫水俣病、石綿飛散防止対策、エコチル調査、有害物質（PFAS等）対策
⚫海岸漂着物対策、外来生物対策、指定管理鳥獣捕獲支援

カーボンニュートラル（脱炭素）

⚫地域脱炭素の推進
⚫㈱脱炭素化支援機構の出資制度
⚫住宅建築物のZEH・ZEB化推進
⚫断熱窓への改修促進
⚫商用車の電動化促進

サーキュラーエコノミー（循環経済）

⚫ プラスチック資源・金属資源等のバリュー
チェーン脱炭素化のための設備高度化

⚫ バイオマスプラ、SAF、PV、金属、地域
廃棄物バイオマス等の省CO2化実証

⚫ 持続可能な廃棄物処理体制構築

ネイチャーポジティブ（自然再興）

⚫ 30by30目標達成に向けた国立・国
定公園の新規指定等の推進

⚫ 民間取組の認定等によるOECM推
進

⚫ 国立公園満喫プロジェクト

東日本大震災からの復興・再生
⚫中間貯蔵施設の整備・管理、除去土壌の減容・再生利用
⚫ ALPS処理水海域モニタリング、放射線健康管理・健康不安対策



流域の地域循環共生圏 ／ Local SDGs から Glocal SDGsへ

環境省資料から抜粋

Glocal = Global ＋ Local

⚫地域資源を活用して環境・経済・社会を良くしていく事業（ローカルSDGs事業）を生み出
し続けることで地域課題を解決し続け、自立した地域をつくるとともに、地域の個性を活か
して地域同士が支え合うネットワークを形成する「自立・分散型社会」を示す考え方。

⚫地球沸騰の気候変動を克服するため、流域の上・中・下流域の連携、そして、流域間の連携
によって、レジリエンスと地域資源の持続的活用を促進する
【流域の地域循環共生圏（Glocal SDGs）】へ
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都市部の危機と流域連係によるリデザイン

人工衛星GCOM-Cによる地表面温度分布の例

（JAXA/EORC「（地球が見える」より転載）
地理院地図（電子国土WEB）

【都市部の危機】 〇浸水危険度、〇地表面温度、〇地震時の液状化危険度

生命の危機を回避するための居住地移転を【流域連携】で考えることが必要か
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環生塾（https://kanseijyuku.igrid.co.jp/）とは…
2050年カーボンニュートラル実現に向けて、環境・脱炭素に関する高度な知識・情報をも
つ「高度環境人材」の育成が急務な中、環生塾では、この高度環境人材を「カーボン・
ニュートラル・オフィサー（CNO）」と位置づけ、
育成のため「環境」「エネルギー」「経済」に精通した学者、研究者、各分野のスペシャ
リストの方々をお招きし、「脱炭素」に特化したCNO育成プログラムを提供しています。

・日 程： 月一回 18時～ 開催
                           ・場 所： TKP新橋汐留カンファレンスセンター５F「５B」
                           ・監修/統括： 武内 和彦
                           ・塾長/プログラムディレクター：中井 徳太郎

カーボン・ニュートラル・オフィサー養成プログラム「環生塾」との連携

https://kanseijyuku.igrid.co.jp/
https://kanseijyuku.igrid.co.jp/
https://kanseijyuku.igrid.co.jp/
https://kanseijyuku.igrid.co.jp/
https://kanseijyuku.igrid.co.jp/
https://kanseijyuku.igrid.co.jp/
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【気候危機からのふるさと創生】

✓ 化石燃料の消費により海洋に蓄積された膨大な熱エネルギーは地球沸騰へ。

✓ 異常降水による河川氾濫や干ばつを引き起こし、ふるさと壊滅の危機へ。

◆水の精霊は、龍神や大蛇が暴れることにより人々に警告を発する。

➢ 龍神・大蛇・みづちは「美しきふるさと」を願う魂の結集

➢日本の伝統文化、芸術を世界に。

【いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト】

2025年大阪・関西万博に向けて、全国の「水」への祈りを表した

「龍神」「大蛇」「みづち」

の起源に立ち返り、全国から結集し、日本人の魂を世界に発信。

① びわ湖ホール：地球の叫び「みづち」を総合芸術オペラで世界に

② 万博会場 ：国内外の祭りを結集

③ Glocal SDGs ：全国の「流域の地域循環共生圏」を連携し、国内外に発信

いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト



第1回Glocal SDGs全国大会 in びわ湖 2025.6.28-29

Glocal SDGsフォーラム



ご静聴ありがとうございました。
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